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はじめに
肩関節鏡視下手術の普及により，従来直視下手術で
報告されていたものより，肩甲下筋（SSC）腱断裂の
頻度が高いことが明らかになってきた．Gerber１）が
Lift-off test（LOT）を報告して以来，SSC腱断裂に対
する徒手テストはいくつか報告されているが，多くの
場合，部分断裂や小断裂に対する感度が低いことが問
題点として指摘されている２），３）．その原因のひとつと
して，いずれのテストも定性的評価であることが考え
られる．そこで，もしこれらの徒手テストを定量化で
きれば，その診断性を高めることができるのではない
かと考えた．本研究では，SSC腱断裂に対する徒手
テストの定量化が臨床応用可能かどうかを検討するた
めに，まずは健常者を対象に徒手筋力測定器を用いて
代表的な徒手テストを定量的に測定し，その再現性を
検討した．
対象および方法
肩に障害を持たない健常者６名を対象とした．男性
５名，女性１名，平均年齢３５．０歳（２１歳～４４歳）であっ
た．２名の検者（検者１；３２歳，男性，理学療法士職
歴１０年．検者２；２８歳，男性，理学療法士職歴６年）
が，筋力測定器（ミュータス F‐１，アニマ株式会社，
東京）（図１）を用いて，６名の被験者に LOT，modified
Belly-press test（Napoleon test ; NPT）４），Bear-hug
test（BHT）５）を３回ずつ行わせ，最大等尺性収縮筋力
を測定し，その平均値を求めた（図２）．これを３日
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図１ 使用した徒手筋力測定器（ミュータス F‐１，アニ
マ株式会社，東京）
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の間隔をおいて２回測定し，検者内と検者間それぞれ
での再現性について，級内相関係数（Intraclass corre-
lation coefficients；以下 ICC）にて評価した．
LOTの測定（図２a）は，被験者が壁を背にして立
ち，手を中位腰椎レベルに保ち，被験者と壁の間に設
置した徒手筋力測定器を押すことで行った．NPT（図
２b）では，被験者が壁に向かって斜に立ち，手掌で
上腹部を押しながら，肘を後方から前方に移動させ，
肘外側で壁に設置した徒手筋力測定器を押すことで測
定した．BHT（図２c）では，検査側の前腕が地面と
平行となるようにして，非検査側の肩に置いた徒手筋
力測定器を検査側手掌面で押すように指示し測定し
た．
ICCの計測には統計ソフト SPSS statistics ver. ２１
（SPSS Inc，Chicago，IL）を使用した．
結 果
３つのテストで発揮される筋力（表１）は，LOT
が NPTと BHTに比べ小さかった．検者内信頼性 ICC
（１，１）（表２）は，LOT（検者１／検者２）が０．６７０／
０．６８７，NPTが０．７８０／０．５９０，BHTが０．９１８／０．８０６で
あった．検者間信頼性 ICC（２，１）（表３）は，LOT
が０．８９９，NPTが０．９１７，BHTが０．９５６であった．
考 察
ICC値の評価に関して確定的なものはないが，Lan-
disら６）によると，０．８１以上が almost perfect，０．６１～
０．８０が substantial，０．４１～０．６０がmoderateとされて
a）Lift-off test b）Napoleon test c）Bear-hug test
図２ 徒手筋力測定器による各徒手テストの筋力測定
表１ 等尺性筋力（平均±SD Kgf）
検者１ 検者２
１回目 ２回目 １回目 ２回目
Lift-off test ３．９±１．７４．０±１．３３．９±１．０４．０±１．０
Napoleon test ５．８±１．９６．９±１．１５．８±２．６６．９±１．４
Bear-hug test ６．４±１．９６．５±１．６６．４±１．６６．５±１．４
表２ 検者内信頼性（ICC（１，１））
検者１ 検者２
ICC ９５％信頼区間 ICC ９５％信頼区間
Lift-off test ０．６７０ ０．２１２‐０．８９２ ０．６８７ ０．０７７‐０．８６０
Napoleon test ０．７８０ ０．４１８‐０．９３１ ０．５９０ ０．２３７‐０．８９７
Bear-hug test ０．９１８ ０．７５０‐０．９７５ ０．８０６ ０．４７５‐０．９３９
表３ 検者間信頼性（ICC（２，１））
ICC ９５％信頼区間
Lift-off test ０．８９９ ０．６６０‐０．９６７
Napoleon test ０．９１７ ０．７４０‐０．９７５
Bear-hug test ０．９５６ ０．８５５‐０．９８７
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いる．この基準にあてはめて今回の結果を評価する
と，検者間の信頼性はいずれのテストも almost per-
fectであると考えられるが，検者内の信頼性は，BHT
は almost perfectであり，LOTが substantial，そし
て NPTは検者１が substantialであったのに対し，検
者２ではmoderateであった．
その理由として，LOTの肢位では，他の２つのテ
ストに比べ筋繊維が短縮した状態で行われるため筋力
を発揮しづらいことがあげられる．実際，本研究にお
いても LOTで計測された筋力は，他の検査に比べて
小さかった．そのため，安定して筋力が発揮すること
が他の２つのテストに比べると難しいためではないか
と考えた．
NPTでは，徒手筋力測定器を手掌ではなく肘外側
で押すため，他の２つのテストに比べると，安定して
徒手筋力測定器に圧をかけにくい．本研究では，他の
２つのテストはいずれの検者においても１回目と２回
目で測定された筋力に大きな違いはなかったが，NPT
だけは１回目に比べると２回目は２０％近くアップして
いた．これは被験者が測定法に習熟したためでないか
と考えられ，裏を返せばすぐにはうまく肘で測定装置
を押すことが難しいといえる．しかし，臨床現場にお
いて何度も測定することは困難であるので，肘に
フィットするようなアタッチメントを工夫することで
再現性を高めることができるのでないかと考える．
BHTは，健常者に対する検者内および検者間信頼
性のいずれも高かった．しかし，腱板断裂患者におい
ては痛みや可動域制限のために BHTを行うことがで
きないことがあり（当院の症例では約２０％２）），施行
できたとしても痛みなどが加わると，健常者と同様な
結果がえられるかどうかは不明である．
今後は，臨床現場において，痛みや可動域制限を有
する患者を対象にして同様の結果が得られるのか，検
討していく予定である．
おわりに
SSC腱断裂に対する徒手テストの定量化を目的
に，健常者を対象に，徒手筋力測定器を用いて計測を
行い，その信頼性を検討した．検者間信頼性はいずれ
のテストも高かったが，検者内信頼性は，BHTが高
く，LOTと NPTはやや低かった．
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This study aimed at investigating reproductivity using three typical manual muscle tests in healthy volun-
teers to measure muscle exertion with a manual dynamometry, in order to quantify manual muscle tests for
subscapularis（SSC）tendon rupture. The maximum isometric muscle strength was measured in Lift-Off Test
（LOT）, Napoleon Test（NPT）, and Bear-Hug Test（BHT）in ６ healthy volunteers without shoulder disorders,
using a manual dynamometry by two testing personnel. Intra-class correlation coefficients were used to evalu-
ate intra-class reliability and inter-class reliability. The inter-class reliability was high in all tests（between０．９０
and ０．９６）; while the intra-class reliability was high in BHT（between ０．８１ and ０．９２）and relatively low in
LOT（between０．６７ and０．６９）and NPT（between０．５９ and０．７８）．
Key words : subscapularis, manual muscle test, quantitation, manual dynamometry
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